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	研究概要	

1930 年代後半から軍需工業地域を中心として流入した大量の労働者に対して、住宅供給が間に合わず	

深刻な住宅難が社会問題となっていた。1940（昭和 15）年になると、新体制運動に迎合して「国民住宅」

という言葉が生まれた。当初は、日本国民にふさわしい健康的な国民生活を送るための住宅としての	

「国民住宅」を考える様々な議論が行われたが、住宅営団の出現により、その議論は最小限住宅を求める

ものへと変化し、建築家らによる住宅の質の議論が消えてしまった。	

	

	研究目的	

	 「国民住宅」を求める一連の運動の展開を、当時の建築家の論考により検討する。また、そのなかで

「国民住宅」研究が大成しなかった背景を明らかにすることを目的とする。	

	

	研究成果	

	 対象史料とした雑誌記事の分析結果(表 1)より、建築	

家らは「国民住宅」に対し、衛生的で健康な生活を送る

ことのできる住宅を求めていたことが明らかとなった。

その一方で、住宅に神棚や床の間などの日本的精神をも

つものを設け、日本人にふさわしい生活を送ることを目

的とした提案もみられたのが特徴である。しかし、資材

や資金が不足しているなかでこのような住宅をつくるこ

とは現実的ではなかった。そのため建築家らは理想の追

求と同時に、大量生産を可能とする建築資材の規格統一

などの技術革新といった現実的解決策の提示を行なって

いたことが明らかとなった。	

	 また、一般市民に「国民住宅」という言葉が普及したのは、1941（昭和 16）年に住宅営団が設立さ

れ、営団によって「国民住宅」が建設されるようになってからである可能性があることが当時の新聞記

事からうかがえた。設立当初の営団規格は、庶民が住むのにふさわしい健康的な衛生住宅、つまり「国

民住宅」の建設を理念としていた。しかし、戦時下の統制の影響によって住宅の質の向上は住宅規模の

縮小の前に忘れ去られてしまったものと考えられる。	

	

	苦労した点や感想など	

	 住宅営団関連の既往研究はいくつかみられるものの、「国民住宅」に関する既往研究は見られなかっ

たため、史料の収集に多くの時間を費やしましたが、ご指導いただいた先生方や励ましあった研究室の

方々のおかげで書き上げることができたことを感謝いたします。	
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(表 1)「国民住宅」に関連する雑誌記事の分析結果 


